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目 的；　　 生 鮮 物 の 熱 物 性 を 知 る た め に、 解 凍 状 態 の マ ク ロ の 切 身 を 用 い て 熱 伝 導 率 測 定

を 行 っ て き た。 水 分 を 含 ん だ 試 料 で あ る 魚 肉 の 熱 伝 導 率 は 僅 か な 温 度 変 化 で 起 こ る 水 分 移

動 の 影 響 を 受 け 易 い。 ま た、 一 方 様 々 な 加 熱 調 理 が さ れ る が、 加 熱 に よ り 重 量 減 少 が 起 こ

る。 そ の 大 部 分 は 熱 変 性 に よ る 脱 水 で あ る と 考 え ら れ る。 こ れ ら は 熱 損 失 と な る だ け で な

く、 食 品 の う ま 味 に も 関 与 し て く る と 思 わ れ る。 そ こ で、 今 回 は 昇 温 に よ る 熱 的 エ ネ ル ギ

ー 変 化 に つ い て 主 に、 水 分 移 動 を 中 心 と し て 示 差 熱 分 析 に よ り 調 べ、 ま た 水 分 移 動 を 伴 う

熱 伝 導 率 に つ い て 検 討 し、 食 品 の 保 存、 加 工、 調 理 等 の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し た。
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試 料 と し て マ ク ロ の 一 定 部 位 で 含 水、 含 脂 肪 率 が 同 程 度 の 次 の ３ つ タ イ プ の も

用 意 し た。1  ） 解 凍 状 態 の 板 状 の 切 身、2   ) 乾 燥 粉 末 状 態、　　3   ） 乾 燥 粉 末 状 態 に 任

水 分 を 含 ま せ た も の の 各 種 を 用 い た。 各 々 の 試 料 に つ い て、 示 差 走 査 熱 量 天 秤 に て

゜C／m ｉ ｎ の 昇 温 に 伴 う 熱 的 エ ネ ル ギ ー 変 化 と 重 量 変 化 を 測 定 し た。 試 料 量 は2   0 m

度 と し、 温 度 変 化 は 常 温 よ り3    0   0  °Cと し た。 あ わ せ て、 ど う よ う の 試 料 の 熱 伝 導･率

行 平 板 法 を 用 い･て 測 定 し、 水 分 量 と の 関 係 に つ い て 考 察 を 加 え た。

◆
９

果結

化

移

に

動

至

を

る

伴

各

過

う

A 152

々 の 試 料 に つ い て、 示 差 熱 分 析 よ り、 麹 変 性 の た め の 脱 水 に よ る 吸 熱 現 象 と

程 と 思 わ れ る 発 熱 現 象 が Ｉ Ｏ 0   °C付 近 を 境I?  に し て 認 め ら れ 始 め た。　更 に 水

見 掛 け の 熱 伝 導 率 の 値 を 検 討 し た。

啄禾^゛,しの纒球I- 印ずイ偽装の影響
日希々吸気政　・長雨薯今　 粂野島耳　申滝鴎 ふ

目 肺　-C."･| － や羊蒼り り齢 糖・ 乖 祁し仁 雰辰 や しの銅l1^仰い．奉研 呪 か-J  ，一般 にぜ･II

一食品に傍･杓･れていｙ

加－ 覆(7､変化 が略吸 ヤ,し剛'i 球にじ(7)j  う巧影響l 吃ぽ'可 の^ 穐` 釦 し 仁．

宍感 試 料vi ，察吸I  弘吃)に'fギ り糖 ．荒蔓糖i 勿^( ご・ ＼沁% 改)灘卸 しrcf･･ しt,  薦糖

．果糖^ ぶ)% 吻 ・ 卯気呪 ・bo ％瓢 乖,ロしfとやIしｔ調 噸 ＼仁̂ ，?rc 寥夭I ％郎 のみ のy･"Iし１

や 照う しし し仁.  叫 しの靭 纒についz  i^. 碓断 俘 削i ，動的粘 弾 椎定叡 ■ 菟ff,透逼 膏 陵び

麺 喩棄^ －･吃 し 仁.. でらに,  看種 糖t ㈲% 浬疎{i口しTと･rヽ,しt.用いt  , シ ヱヽv 7 エ の一対 比

軟球に::^ 官能裸査^ 行rf い ，き観淘雇 値 しの徊 閑t 俘訂 し仁 ．

屈 果　 いず れのV-1しも.  糖 ．乖 加凛 蔑 が 増力 こ嵯 い. 闘 求i)  ．狽断・ 和 しぞ ー，も 酌

弾･は執 動 酌損ま｢^ び 光の透過 棄l^ 増回 可 る傾 向l 苛,し, 毎 雅 馴^ 威 叶-^'b 傾 向t 系し瓦

ダ ，哭糖t 濤如しr- り･,しの物'I･in. 他 の-h 糖・ 糖^ 乖m  し仁げiししtt. べ`で. 極 めて･び ぶい

循 卸X 示し官 ．官略 略書評 価値か^ ，透明 惑 ，食 べ官時・ ．ヽ Vz2  ■ ねぱ'■I・-0 裡･  縦 令評

価 に，糖・ 穂繊 にT^-l 窄 略r} 差が認 められ ，フギ り罷^ 濠tioしてこゆ･しが ，ぶい食味^^t

-  ̂乙評 価 乙れTと．喀M 決 度 値ﾋ を能篠 含評 価値 と・ 相 聞 かt ，透 明感し呪.の透過棄 しの闇

に正の徊闇v'^ 忍められ.   ニ糖 租-E::f.f)ロし化り・` ･レ,t ，単糖 繊毛翁W しr-  h"` Iしfﾆり愚 明惑 ぜ あ

■＼乙評 価Z れを ．催 べ瓦叫・tiヽ Tee  ，j，紬 断・%  Iしギ ー. 和 郎弾雛 棄しの間に 正の徊闇 ぜ

認 められTこ･ 呑種糖 鵜x  乖flロし仁ら しの一甘?t,1^，それら糖繊 の-a 峰穐 ．禰 雙じ同夜 のm 向

t 示t こじ･ロ`喀尼められTc 。


